
Ph（Phenyl）, TMS（C1）およびCN（Cyano）カラムに 
よるシンプルな分析条件の確立 
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分析条件を最適化する場合には溶離液条件の変更も有効ですが、使用するカラムの種類も分離の可否を大きく左右します。 
PhやCNなどODS以外のカラムを使用することで、ODSよりも簡単な溶離液条件で良好な分離が得られる場合があります。 
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カテキン類はODSで分析条件を最適化
すると酢酸エチルを添加した複雑な溶
離液組成になりますが、PhやCNを使用
すると簡単な組成の溶離液で分離でき
ます。 
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疎水性の差が大きい化合物の分析に
おいてTMSやCNを使用することで、グラ
ジエント溶出を必要としないシンプルな
条件で短時間分析ができます。 
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カテキン類 
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溶離液の変更 

溶出条件の変更 

カラムの変更 

カラムの変更 
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PhおよびCNカラムによるシンプルな条件の確立 

TMSおよびCNカラムによるシンプルな条件の確立 


